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      論 文 の 要 旨（2,000字程度） 
本論文は、６章で構成されている。 
第１章では、研究の背景、先行研究、研究の目的、研究対象と研究方法、本論文の構成を述べてい
る。これまで、江戸時代の衣服の一つであった「小袖」の意匠は、衣服の重要な構成要素の一つであ
るため、その研究は、家政学・被服学、美学などの分野でなされてきている。それらの研究では、説
話・詩歌・物語・芸能・その他に依拠するものを「文芸意匠」としてきた。本論文では、その文芸意
匠と謡曲との関係について論じている。小袖は、消耗品であり、実際に着用されたものの多くが現存
しているわけではない。そのため本論文では小袖の注文を受ける呉服屋がカタログとして顧客に提
示した「小袖模様雛形本」を基礎資料とし、そこに見られる小袖模様雛形図 9278点を分析対象に研
究を行っている。現存する小袖そのものの模様と同じものが、小袖模様雛形本に掲載された模様と類
似することがあることなどから、家政学・被服学の分野等では、小袖の実物に次ぐ、小袖の模様研究
の基礎資料として、小袖模様雛形本は扱われている。小袖模様雛形本は、現在 120種類あることが知
られている。そのうち、個人の所蔵であるため調査が困難な 15種を除いた 105種を調査対象とし、
それに掲載された雛形図の模様を分析対象とし、「謡曲」を出典とする「意匠」という視点から論じ
ている。 
第２章では、謡曲と小袖の意匠との関連を、実際に演じられた能の演目との比較、文芸作品にみら
れる謡曲調等との比較、『謡双六』との比較から考察している。まず第１節では、105 種の小袖模様
雛形本を調査した結果得られた小袖模様雛形図 9278点を調査している。さらに、それぞれの小袖模
様雛形本に謡曲意匠の雛形が載るか否かを調査し、載る場合は、どの謡曲の意匠かを分析している。
その結果、80種の小袖模様雛形本に謡曲意匠の雛形が載ることを明らかにする。 
次に第２節では、江戸城で、どのような能が演じられたかの記録である『触流し御能組』を調査し、
小袖模様雛形本の雛形の謡曲意匠との関連性を分析し、小袖模様雛形本の雛形で多く描かれる謡曲
が、江戸城で数十回以上上演される能の演目に含まれることを明らかにする。 
また第３節では江戸時代の前期を代表する文芸である談林派俳諧と井原西鶴の『好色一代男』を調
査・分析し、当時の謡曲の流行の影響を受けたことを明らかにする。さらにそうした時代の流行が小
袖の意匠に与えた影響関係について考察している。 
また第４節では、能・狂言を絵画化した『謡双六』の挿絵と小袖の謡曲意匠を比較し、その類似性
を明らかにする。 
第３章では、雅な古典文学として受容されてきた『伊勢物語』と謡曲意匠との関連について調査す
る。『伊勢物語』に載る話をもとに描かれた雛形の模様に「かきつばた」「井筒」がある。『伊勢物語』
をもとに作られた謡曲は、原典にはない筋立てになっている。「かきつばた」「井筒」の模様は、『伊
勢物語』原典ではなく、謡曲の内容にそった描かれ方をしていること、すなわち「かきつばた」「井
筒」は、厳密には伊勢物語意匠ではなく、謡曲意匠であることを明らかにする。 
第４章では、『伊勢物語』同様、雅な古典文学として受容されてきた『源氏物語』と謡曲意匠との
関連について調査する。『源氏物語』に載る話をもとに描かれた雛形の模様に「松風」がある。『源氏
物語』をもとに作られた謡曲「松風」は、原典にはない筋立てになっている。「松風」の模様は、『源
氏物語』原典ではなく、謡曲の内容にそった描かれ方をしていること、すなわち「松風」は、厳密に
は小袖において源氏物語意匠ではなく、謡曲意匠であることを明らかにする。 
第５章では、『平家物語』に載る話をもとに描かれた雛形の模様として「一来法師」、「那須与一」、
「小督」、「箙」、「羅生門」、「鵺」の６種をとりあげ分析する。『平家物語』は、第３章、第４章でと
りあげた、恋愛話を主とする物語『伊勢物語』『源氏物語』と異なり、武士を中心とする軍記物語で、
女性が用いる小袖の模様としては似つかないとする。それにもかかわらず用いられているのは何故
かについて考察する。そして、それらが謡曲にもなっていることに着目し、その内容を分析すると「慶
賀」にふさわしいものであり、女性といえども「晴れの場」で着用するのにふさわしい模様とし、そ
れ故に小袖の雛形の模様になったと考察する。 
 第６章では、各章で述べたことを総括し、小袖雛形の模様は、江戸時代に流行した「謡曲」と関連
性が深く、もともとの古典文学（『伊勢物語』『源氏物語』『平家物語』）を意匠化したのではなく、謡
曲をもとにしていると論じ、謡曲意匠はこれまで文芸意匠とされてきたが、あらたに芸能意匠という
分類を設けるべきだと結論づける。 
 
 
      審 査 の 要 旨（2,000字以上） 
 
【批評】 
本論文は、江戸時代の文化的・社会的状況を視座に入れながら、同時代に着用された「小袖」の意
匠を小袖の見本帖「小袖模様雛形本」に見られる小袖模様雛形図から論じたものである。 
第１章は、研究の背景、先行研究、研究の目的、研究対象と研究方法、本論文の構成が述べられて
いる。 
江戸時代の文化を研究するにあたって、意匠研究は重視され、建物や調度などの意匠研究はすくな
からずある。着物に関しても、その例外ではない。主に家政学・被服学や美学の分野で研究がなされ
てきた。特に注目されたのが、華麗な意匠がほどこされた小袖の模様である。したがって、本論文で、
小袖の模様を研究対象としたことに問題はない。 
この分野の研究は、主に家政学、特に被服学の研究者によって担われてきた。そのため、模様その
ものが、たとえば、どのようなものを出典としているかなどの分析が、精緻を極めたとはいいがたい
のが現状といえよう。研究分野が異なることから、人文学研究で取り扱う資料を十分にいかし切れて
いないと考えられる。本論文は、人文学研究のうち国文学研究でしばしば取り扱われる文学資料を十
分に活用して論じたものである。『伊勢物語』『源氏物語』『平家物語』は広く流布した古典文学ゆえ
に、これをもとに、能楽の詞章・曲である「謡曲」が数多く作り出された。本論文は、この謡曲と小
袖の意匠の関係について論じたものである。 
小袖の模様についての研究において、一次資料になるのは、江戸時代に製作された小袖そのもので
ある。しかしながら数百年以上前のもののため、現存数は多いとはいえず、また保存等のため博物館
など公的機関が所蔵する小袖そのものの調査は困難なのが現状である。ただし、小袖の模様に関して
は、「小袖模様雛形本」と称される資料がある。江戸時代の小袖は、布地、模様などを指定して注文
するものであった。布地は、反物となったものを店先で吟味し、模様に関しては、見本の中から選択
した。その見本帖（カタログ）にあたるのが小袖模様雛形本である。それには模様の絵が掲載されて
いた。現存する小袖の中に、その模様が小袖模様雛形本に掲載された模様と一致するものがあるため、
現物そのものの次に重視される小袖の模様研究の資料である。本論文は、この小袖模様雛形本を資料
として論じたものである。すなわち研究の根幹となる資料の選定に問題はない。また小袖模様雛形本
は、現在、120種類が知られるが、そのうちの公的機関に所蔵される 105種類を調査、分析し、小袖
模様雛形図 9278点を基礎データとして収集している。それを、古典文学、謡曲に関係の深いものと
いう視点から分析しており、研究方法に問題はない。なお、残りの 15種類は個人の所蔵にかかるも
のであり、調査が困難なため、十分な調査量と判断できる。以上のように、第１章で述べられたこと
について、特に問題はないと考えられる。 
第２章では、当時流行した俳諧や浮世草子に謡曲にある言葉がしばしば用いられ、一般的に謡曲が
知られていたという社会状況を、実際に文芸作品を調査したうえで述べ、さらに武家社会の中核にあ
った徳川家が江戸城で能を継続的に催していたことをふまえ、そこで演じられた能の演目と、小袖の
模様で謡曲を出典と考えられるものを比較し、小袖の模様が江戸城でしばしば演じられる能の謡曲
を出典としたことを明らかにした。また武家で用いられた『謡双六』における挿絵と小袖の模様と比
較し、その類似性を指摘し、このような演目にはこのような挿絵を描くという共通理解があることを
明らかにした。これらによって、謡曲と小袖の意匠との関連性を明らかにした。小袖の模様は、当時
流行していた謡曲と関連が深いことを明らかにしたことは意義のあることである。 
第２章では、謡曲をもとにする模様が小袖にほどこされるにあたって、能がしばしば催され、謡曲
が身近にあった状況であったことを述べたが、第３章から第５章までは、意匠の出典となる文学作品
について論じたものである。 
『伊勢物語』を第３章で、『源氏物語』を第４章でとりあげている。従来、漠然と『伊勢物語』、『源
氏物語』を出典とすると考えられがちであった意匠を細かく分析し、オリジナルからではなく、それ
をもととした謡曲を出典とすることを明らかにした。 
また第５章では、『平家物語』をとりあげた。『伊勢物語』、『源氏物語』は恋愛物語で女性向けのも
のであり、『平家物語』は合戦等を描く男性向けのものである。その視点からすれば、『平家物語』は
女性の着物の模様にふさわしくない。小袖の『平家物語』を出典とする模様は、実は謡曲によるもの
であることを明らかにし、慶賀や祝儀の模様であることを明らかにした。物語としては男性向けのも
のが、慶賀など、男女がともにいる晴れの場では、女性の服の模様に用いられることを明らかにした
ことは、「模様」と「場」の関係性を解明する研究成果として意義がある。 
 本論を通して、小袖模様は、古典オリジナルではなく、古典をもとに創作された謡曲が小袖模様に
意匠化されていることが明らかになり、あらたに「芸能意匠」という枠組みを設けるべきだと結論づ
けた。本研究の成果は、小袖の意匠の新たな解釈と分類方法を提示した点にあり、この分野における
貢献は大きいものと考えられる。 
 本論文では、代表的古典文学をもとにする模様についてとりあげているが、他の古典文学をもとに
する謡曲を視野にいれた上で小袖模様を検討・分析する必要があり、今後の課題として期待したい。 
 以上を総括すると、本論文は、文献、図版を資料として、小袖の意匠が生み出される社会的背景と
意匠の出典について明らかにし、新たな分類を提言しており、学位論文として十分な内容を備えてい
ると判断される。 
 
【最終試験結果】 
平成 29年 11月 28日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出
席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き「図
書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第３号に
基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 
